
源氏物語

紫式部若紫 (わかむらさき)

　清 (きよ)げなる大人二人ばかり、さては童 (わら)べぞ、出 (い)で入 (い)り遊ぶ。中に、十ばかりにやあらむと見えて、白き衣 (きぬ)、山 (やま)吹 (ぶき)などのなえたる着て、走り来たる女 (おんな)子 (ご)、あまた見えつる子どもに似るもあらず、いみじくひ (い)先 (さき)見えて、うつくしげなるかたちなり。髪 (かみ)は、扇 (おうぎ)を広げたるや (よ)うにゆらゆらとして、顔は、いと赤くすりなして立てり。[bookmark: _GoBack]－32－

　「何事ぞや。童べと立ち給 (たま)へ (え)るか。」とて、尼 (あま)君 (ぎみ)の見上げたるに、少しおぼえたるところあれば、子なめりと見給 (たま)。「雀 (すずめ)の子を、犬 (いぬ)君 (き)が逃がしつる。伏 (ふせ)籠 (ご)の内にこめたりつるものを。」とて、いとくちを (お)しと思へ (え)り。
